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紫外レーザダイオードは環境負荷が小さく、低コストで小型・低電圧駆動可能なレーザ光源と

して開発が望まれている。しかし、電流注入型の端面発光紫外レーザダイオードの研究は、2015

年に波長 326 nmでの発振が報告されて以降、更なる短波長化の報告は為されていない [1]。これ

は短波長化するほどレーザ発振の閾値が高くなり、発振に必要な注入キャリア密度が増加するた

めである。我々は昨年、n-AlGaNクラッド層の構造と成長条件を最適化することで、波長 310 nm

において閾値励起密度 36 kW/cm2 の光励起型のレーザ素子開発に成功した [2]。本閾値から推測

すると、電流注入によるレーザ発振には少なくとも 10 kA/cm2 の電流密度が必要である。我々は

更に組成傾斜 p-AlGaN をクラッド層として用いた素子において、電流密度 41.2 kA/cm2に相当す

る電流を流すことに成功している [3,4]。しかしながら、共振器端面からの自然光発光スペクトル

は井戸層発光（波長 300 nm）とサブピーク発光（波長 275 nm）のダブルピークとなっており、注

入したキャリアが井戸層内で設計通りの再結合を起こしておらず、キャリア注入効率が低い可能

性が示唆された (図)。本発表では発光素子の構造を検討することでサブピーク発光が上部ガイド

層から得られているということ、また特に各ピーク発光の強度比率は注入キャリア密度に依存す

ることを見出したので、シミュレーションを用いた原理検証結果と合わせて報告する。 
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